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立
憲
民
主
党
公
認

５４歳

徳
川
家
広
で
す
。

今
回
、
私
が
参
議
院
議
員
選
挙
静
岡
県
選
挙
区
か
ら
立
候
補
す
る
理
由
は
、
三
つ
あ
り
ま
す
。

第
一
は
、
原
子
力
発
電
所
の
な
い
安
全
な
静
岡
県
に
し
た
い
か
ら
で
す
。

浜
岡
原
発
を
一
刻
も
早
く
完
全
廃
炉
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

原
発
は
、
安
全
で
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
経
済
的
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

原
発
を
廃
炉
に
す
る
技
術
、
核
ゴ
ミ
の
処
分
に
つ
い
て
も
議
論
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

第
二
は
、
安
定
し
た
生
活
の
あ
る
豊
か
な
経
済
に
し
た
い
か
ら
で
す
。

雇
用
は
不
安
定
と
な
り
、
消
費
は
冷
え
込
み
、
経
済
は
停
滞
し
た
ま
ま
で
す
。

恋
愛
を
し
、
結
婚
を
し
、
家
庭
を
築
き
、
富
を
蓄
え
、
穏
や
か
な
老
後
を
迎
え
る
と
い
う
、

ほ
ん
の
少
し
前
ま
で
当
た
り
前
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
ど
ん
ど
ん
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
強
化
で
不
安
を
な
く
し
、
消
費
を
促
す
こ
と
で
経
済
を
強

く
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

第
三
は
、
私
た
ち
の
自
由
と
平
和
を
保
障
す
る
憲
法
を
守
り
た
い
か
ら
で
す
。

日
本
国
憲
法
は
、
日
本
人
の
歴
史
的
経
験
と
叡
智
の
詰
ま
っ
た
宝
で
あ
り
、
改
変
す
る
理
由

は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
に
憲
法
改
変
の
是
非
を
広
く
問
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

わ
が
国
の
衰
退
を
食
い
止
め
、明
る
い
未
来
を
築
く
、一人
ひ
と
り
に「
や
さ
し
い
政
治
」が
必
要
で
す
。

こ
う
し
た
政
策
を
実
現
さ
せ
、
脱
原
発
、
個
人
と
企
業
が
共
栄
す
る
経
済
、
憲
法
に
つ
い
て

の
誠
実
な
論
議
を
す
す
め
る
立
憲
民
主
党
か
ら
立
候
補
い
た
し
ま
す
。

ここ静岡県から始める！
安全で持続可能なエネルギー政策
・みんなで取り組む廃炉事業を静岡からスタート
・脱原発へ向けた安全な核ゴミ処分技術の研究促進
・最新鋭の発電源への置き換えによる雇用の維持・創出
・小規模水力発電等の新旧技術の促進・投資

不要な憲法改変の流れを止める
・国会でじっくり話し合う立憲政治の回復
・一人ひとりが尊重される社会の実現
・幸福追求権が実感できる国づくり
・善隣友好の推進、平和外交の展開

大企業ファーストから、一人ひとりへのやさしい支援へ
・ひとり親家庭の自立支援、空き家などを活用した住宅支援
・子どもや高齢者一人ひとりの環境に応じた支援
・少子高齢社会を支える現役世代の強化
・教育・研究の充実による成長社会の実現

雇用を維持・創出できる新しい発展モデル
・歴史と文化を活かした魅力ある街づくり
・地域の力を活かした農山漁村機能の展開
・民間資金の活用による交通インフラの整備
・豊かな自然と食材を活かし、滞在型国際リゾート化を推進

【経歴】 1965年（昭和40年）生まれ、慶應義塾大・経済学部卒業後、さらに経済を深く学ぶためミシガン大学
大学院へ進む（経済学修士）。
1992年から国際連合食糧農業機関（ＦＡＯ）で貧しい国が豊かになるための分析に従事し、発展途上
国の現場で支援・指導にあたる。
2000年　コロンビア大学大学院で政治を深く学ぶ（政治学修士）。
現　在　政治経済評論家、翻訳家、德川記念財団理事（徳川家康から続く徳川宗家19代目にあたる）
〈著書〉「バブルの興亡」（講談社）、「自分を守る経済学」（ちくま新書）ほか 〈訳書〉「豊かさの誕生」（日本経済新聞社）ほか

一
人
ひ
と
り
に

　
や
さ
し
い
政
治


